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有明の丘研修

1. 周知・募集の取組み（第１期）
2. ワーキンググループの検討状況
3. 「防災基礎」コースのアンケートによる

受講者ニーズの把握⽅法
4. 有明の丘研修での⼈的交流の取組み
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１．周知・募集の取組み（第１期）
１）有明の丘研修（第1期）に向けた周知・募集の改善

ⅰ.研修の実施状況の周知
a. 早期掲載 ︓募集開始前（R6.3⽉）から開催⽇程をホームページに掲載
b. 職位別演習︓(昨年度に引き続き) 職位別演習スケジュール・内容を募集要項・ホーム
ページに掲載

c. 説明追記 ︓
・コースの位置づけ、オープニング交流会、演習（対⾯）等の説明を追記
・職位別、パッケージ受講コース等の選び⽅の説明を改善

ⅲ.関係省庁と連携した募集
a. 昨年度と同様に関係省庁（国⼟交通省、厚⽣労働省、環境省）からも、都道府県・市
区町村担当部局あてに案内⽂書の発出を⾏い、より多くの参加者を募集した。
国交省︓災害復旧事業部局、厚労省︓保健医療福祉部局、環境省︓廃棄物部局

ⅱ.⼈的交流に関する取組みの掲載
a. オープニング交流会について、趣旨や内容等を募集要項等で周知した。

令和5年度の応募状況
•⼀部のコースで定員(60名)を下回る応募実績（第2期の平均応募倍率0.75倍）
•受講者アンケートからは「早期に⽇程を知りたい」、「職位の考え⽅やパッケージ受講が分かりにくい」といった意
⾒が⾒られた。
•⼈的ネットワークの取組み（オープニング交流会、全体交流等）が募集時に明⽰されておらず、参加者が少なかった。

上記を踏まえ、募集時の周知について改善を図った。

ホームページ、パンフレット等での効果的な周知については、引きつづき検討していく。
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参考︓募集要項及びホームページでの掲載状況（⼀部抜粋）

募集要項の掲載状況（⼀部抜粋）ホームページでの⽇程の掲載状況

開催⽇程を
掲載

コースの選び⽅等を
含め、全体的に⾒直し
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「防災基礎」コース コーディネーターWG（第1回）まとめ
コーディネーターからの意見単元コース

＜防災基礎のリニューアル＞
• 見直しを進めるために、まずは受講者のニーズを調査してみてはどう

か。
• 防災基礎コースでは受講者像を定めすぎず、幅広い人が受講できる

ほうが良い。

＜アンケートによるニーズの調査＞
• コマ（15分）ごとに「参考になった」、「役に立った」を5段階評価で確

認してはどうか。
• コース最後のアンケートで「防災行政に携わる人で特に重要だと思う

科目」、「自分にとって役に立った科目」を理由つきで挙げてもらって
はどうか

＜コースの見直しを進めるため受講実態の把握＞
• 見るのを後回しにされた単元や視聴された回数が少ない科目を整理

してみてはどうか。
• 未終了の受講者がどの科目を見てないのかを調べてはどうか。

＜本年度の変更点＞カリキュラムは大きく変更しない

<必修>
風水害／地域の脆弱性と
被害の実態／災害法体系･
防災計画･災害への備え／
災害から命を守る／被災
者の応急救助／災害から
暮らしを守る／災害時の
応援･受援体制／災害から
回復する／多様な視点か
らの災害対応

<選択>
地震･津波災害のハザード
／火山災害のハザード／
大規模地震対策①首都直
下地震の対策／大規模地
震対策②南海トラフ地震の
対策／大規模地震対策③
日本海溝･千島海溝周辺海
溝型地震の対策／大規模
地震対策④東日本大震災
の教訓

①
防災基礎

牛山CD

１）コース コーディネーターWG
２．ワーキンググループの検討状況

議題︓
• 検討会において、議論された有明の丘研修のリニューアルについて、各コースでどの
ように実現するか

1)15分1区切りの単元構成、２）職位別研修単元の創設、３）職位別演習の実現
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「災害対策」コース リニューアルWG（第1回）

協議概要単元コース

1) 対応可能な単元から15分ごとに整理
2) ・コーディネーターの担当する単元を中心に職位別の内容を検討

・一般管理について「予算・人事・他組織連携」等マネジメント内容を
加えていく

｢災害への備え｣としての地
域の防災計画／防災教育･
災害教訓の伝承／企業防災
／行政のBCP、BCM／住
民啓発／地域の自主的な防
災活動／災害ボランティア

②
災害への

備え

丸谷CD

1)研修内容更新ごとに１５分枠が崩れてきているので、立て直しが必要
2) ・各災害種（土砂災害、風水害）について職位別を検討

・一般管理について「状況判断の重要性、情報要求条件、意志決定、
市長への進言」等マネジメント内容を加えていく

警報等の種類と内容／避難
情報の発令判断･伝達等／
土砂災害･風水害における
警報と避難／南海トラフ地
震臨時情報／個別避難行動
の支援と計画／決心ポイン
ト

③
警報
避難

井ノ口CD

1)コーディネーターの担当する単元から15分ごとに対応
2) 「災害廃棄物処理」「救援物資の調達／輸配送」「活動拠点・環境の確保

（水道）」について、今後、職位別に見直す方向で担当省庁と相談しながら
検討を進める。

初動対応における国との連
携／地方公共団体間の相互
応援と受援体制／災害廃棄
物処理／救援物資の調達／
救援物資の輸配送／活動拠
点･環境の確保／救援物資
ロジスティクス演習

④
応急活動・資

源管理

宇田川CD

1)ある程度、15分ごとに対応できている
2)「避難所」「個別避難計画」「生活再建支援業務」について職位別を検討。

職位別のコンテンツ作成に向けた調整や作業を進める。

災害救助法と被災者生活再建
支援法／避難所ライフサイクル
／避難所運営の実際／医療に
よる被災者支援／多様な主体
による被災者支援／被災者支
援の個別課題／生活再建支援
業務／個別避難計画の作成

⑤
被災者
支援

田村CD

1) 次年度以降の全面リニューアルの中で15分ごとも取り組む予定
2) ・一般管理・実務担当の機能が必要なことは理解するが、現時点で

本コースでは、復旧・復興という業務の特性上、分けない
・講義の内容をこれまでより高次とし、基礎的な部分の学習は自学を
促すことも検討

公共基盤の復旧／仮設住宅
／コミュニティ再生／市街
地の復興まちづくり／住ま
いの再建／地域産業の復興
と雇用確保

⑥
復旧・復興

加藤CD

1) 15分1区切りの単元構成 ２）職位別研修単元の創設 →本スライド
3)  職位別演習の実現→スライド６
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「組織運営」コース コーディネーターWG（第1回）

コーディネーターからの意見単元コース

＜次年度以降のリニューアルに向けた意見＞
• 一般管理・実務担当を、災害対策本部・現地と考えるのは1つの考え方としてある。

組織運営ではその点を踏まえた内容になるのではないか。

＜本年度の変更点＞
• 指揮統制コースの対面演習に「災害対策本部の活動のあり方～責任担当期間での

活動の流れ～」を新設予定

指揮統制の世界標準／指揮統制
の現状／日本社会に適した指揮
統制のあり方／リーダーシップ
のあり方／参謀にとっての災害
対策本部運営／災害広報

⑦
指揮統制

林CD

指揮統制の世界標準／災害対策
本部が行う対策立案プロセス／
地図による状況認識の統一と
ISUTの試み／応急期の政府支
援／効果的な災害対応計画･マ
ニュアルの立案／災害対策本部
運営演習

⑧
対策立案

林CD

＜次年度以降のリニューアルに向けた意見＞
• 来年度以降のリニューアル体制をどうしていくか

（サブコーディネーター等の配置も含む）
• 当初は人材育成を受け持つ管理職級を想定していたが現状は様々な職位の人が

混在。職位の異なる人にどう人材育成を考えさせるか。

＜本年度の変更点＞
• カリキュラムに大きな変更点なし

訓練・研修の実際／訓練・研修企
画手法／状況付与型図上演習／
地域防災リーダーの育成／討議
型図上演習／人材育成プログラ
ム作成演習⑨

人材育成

黒田CD

＜次年度以降のリニューアルに向けた意見＞
• 当初は危機管理監クラスを想定。職位の異なる受講者を相手にどう考えさせるか。
• 講演のような形式で「心構え」を学ぶ単元は15分区切りにすることが難しい。

＜本年度の変更点＞
• カリキュラムに大きな変更点なし
• 対面演習の開始時間を10時に変更する。

総合防災政策／総合的な被害抑
止施策の実施／リスク評価に基
づく災害対応の検証／応急対策
の実態／大規模災害の検証と対
応／災害対策本部体制

⑩
総合監理

岩田CD

• 企画検討会の検討状況を共有し、今後の進め⽅について意⾒を共有



２）職位別研修の検討状況
• 「災害対策」︓「(職位共通)講義」「(職位別)演習」「(職位共通)演習・ふりかえり」の
流れで、⼀般管理・実務担当を並⾏開催するのは４コース。

• 「災害対策」︓１コースは全て「共通」で実施。
• 「組織運営」︓従来と同様の演習形式を継続する。開始・終了時間の統⼀化に取り組む

拡⼤した図は参考資料1を参照
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第1回企画検討会での主な指摘事項
○ 所属する部局や職位によっても必修の範囲が変わってくるため、受講者へアンケート
し、モデルプランを提⽰してはどうか。

○ 実施者の狙いと現場ニーズが⼤事なので、受講者から意⾒を聞いて、災害現場のニー
ズを把握してはどうか。

これまで受講者からの声を直接聞き取る⼿段として、有明の丘研修では2種類の
アンケート（単元別、最終）を実施している。
アンケート項⽬を⾒直し、受講者ニーズを把握できるようにしてはどうか。

３．「防災基礎」コースのアンケートによる受講者ニーズの把握⽅法

第1回企画検討会において、防災基礎コースの⾒直しを進めるため、まずは 「受講
者（現場）のニーズ」の調査・把握の必要性が⽰された。

１）アンケートの⾒直しの必要性

防災基礎コースコーディネーターの意⾒
○ 15分区切りの区分ごとに「参考になった」、「役に⽴った」を5段階で評価しても
らってはどうか。

○ コース最後のアンケートで「防災⾏政に携わる⼈で特に重要だと思う科⽬」、「⾃分
にとって役に⽴った科⽬」を理由つきで挙げてもらってはどうか。

上記のご意⾒を踏まえ、防災基礎コースのコーディネーターに対する協議に
おいて、下記のような意⾒が得られた。
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２）アンケートへの質問の追加

区分単元

……

区分1.⾃然災害による⼈的被害の実態地域の脆弱性と
被害の実態

3
区分2.地域の災害特性

区分3.ハザードマップ

区分4.⾵⽔害の防災対策

区分5.我が国の⽔災害リスクと対策

区分1.防災⾏政概要災害法体系・防
災計画・災害へ
の備え

4
区分2.災害法体系と災害対策基本法の概要

区分3.防災計画の概要

区分4.⼤規模災害時における政府の初動対応

区分5.内閣府（防災）における防災⼈材育成の概要

区分6.地区防災計画と住⺠主体の災害への備えの概要

区分7.避難⾏動要⽀援者の避難⽀援

…

災害から命を守る5

……

単元別アンケート
各単元の満⾜度、理解度、進め⽅・視認性を5段階で評価
1. 単元の満⾜度（100点満点）
2. (区分1)の学習⽬標の達成度
3. 講義の⽅法や進め⽅
4. テキストの視認性
5. その他ご意⾒（⾃由記述）

最終アンケート
全必修単元受講後

受講⽬的・理由・環境等、コース構成、
15分区切りの構成等について評価

1. 受講のきっかけ、動機・⽬的、職場の⽀援状況
2. コース構成、15分区切りの構成（本数・時間等）
3. 多肢選択テスト
4. 受講期間等
5. ⾏政職員として重要だと思う単元・区分とその理由
6. 必修として必要ないと思う単元・区分とその理由
7. その他ご意⾒（⾃由記述）

単元ごとに実施する「単元別アンケート」と全単元視聴後に実施する「最終アンケート」の
2種類を実施している。これらのアンケートに⾚字の項⽬を加えてニーズを調査してはどうか。

区分の数だけ確認

「⾏政職員」という⽴場で俯瞰してみたときに、
どこにニーズがあるのか把握

⾚字︓新たに追加する項⽬
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４．有明の丘研修での⼈的交流の取組み

拡⼤した図は参考資料４を参照

参考︓前回（R５年）における「⼈的交流の取組」
■コース独自の取組み ■共通の取組み



今年度の演習予定において、
今後どのような「⼈的交流」の取組みを⾏っていくと良いかご意⾒をいただきたい
参考︓次回（R6年１期）における演習プログラム

【凡例】 ■オリエン・開始時間 ■職位共通 ■実務担当 ■一般管理 ■自主研修 □その他（休憩・ロジ等）
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本⽇ご議論いただきたい点

① 防災基礎コースにおけるアンケート項⽬の追加

② 有明の丘研修における⼈的交流の取組⽅針・内容


